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南魚沼市内には数多くの遺跡が地面の下に眠ってい

ます。遺跡はその規模や内容にかかわらず、先人たちの

活動の痕跡であり、貴重な地域の歴史でもあります。南

魚沼市教育委員会では、工事などが行われる前に調査を

行い、遺跡の保護に努めています。 

吉里地区（右下図・P2地図Ａ地点）は、市内でも屈指

の遺跡が集中する地域です。鎌倉沢川によって形成され

た扇状地（山の麓に見られる扇状、または半円形の地形）

の上には、縄文時代から中世までの多くの遺跡が存在し

ます。これらの多くは昭和 40 年代のほ場整備の際に発

見されたものです。 

平成 30 年（2018）から県営経営体基盤整備事業にと

もない試掘・確認調査を実施していましたが、今年度で

ほぼ終了しました。一連の調査では、妙丸遺跡(№466)

でこれまで確認されていたよりも広い範囲に遺跡が残

存していることがわかったほか、今年度春期に調査した

範囲で新たに扇央部の裾で、古墳時代とみられる「沖遺

跡（№610）」が発見されました。これまで吉里地区では

市指定文化財（史跡）糠塚古墳群（№479-482）・南山古

墳群（№483-489）などの有力者の埋葬施設である古墳、

同時期の遺跡として来清西（№592）・来清東遺跡（№593）

が確認されていましたが、今回の沖遺跡の発見で吉里地

区には、まだ確認できていない遺跡が残っている可能性

があることやこの地域で古墳を築いた人々の活動の様

相の一端がわかりました。今後は、調査で出土した土器

や石器などの分析を進めていきます。また今回発見され

た遺跡は盛土により整備事業からは保護されることに

なります。 

  

令和５年度 埋蔵文化財の調査（吉里地区） 

妙丸遺跡出土の縄文土器（約 4,500 年前） 

糠塚古墳群（左）・南山古墳群（右）の看板をリニューアルしました 

吉里地区の遺跡位置図 沖遺跡から出土した石製模造品(左)と古墳時代の土器(右) 
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① 畔上遺跡隣接地 試掘調査（樺野沢地区） 

目的：公共事業に伴う確認調査 

時期：令和 5年 7月 

遺構・遺物：確認できませんでした。 

② 余川中道遺跡 確認調査（余川地区） 

目的：公共事業に伴う確認調査 

時期：令和 5年 7月 

遺構・遺物：確認できませんでした。 

③ 大月地区試掘調査 

目的：県営ほ場整備に伴う確認調査 

時期：令和 5年 11月 

遺構：確認できませんでした。 

遺物：須恵器（古代） 

④ 国史跡 坂戸城跡整備事業 確認調査 

目的：居館跡整備に伴う確認調査 

時期：令和 5年 12月 

国指定史跡「坂戸城跡」の 

整備状況はこちら→ 

郷土資料（古文書・民具など）について 

 市社会教育課では、市民の方より寄贈を

受けた古文書や民具（民俗資料）などの郷

土に関する資料について、随時、整理作業

を行っています。 

 市での一連の郷土史の発刊は終了してい

ますが、これらの整理した郷土資料は、今

後、郷土の歴史や文化等の調査・研究活動

や普及啓発事業に活用していく予定です。 

周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）について 

南魚沼市内には 600 カ所以上の周知の埋蔵文化財包蔵地 

(以下、遺跡)が確認されています。遺跡は地中にあり地表か

らは、残存する範囲や状態が不明なことが多いため、工事や

開発行為により壊れてしまう恐れがあります。 

そのため、工事や開発行為などを行う際には遺跡に該当し

ないかどうか事前に確認をお願いいたします。遺跡に該当す

る場合、文化財保護法の規定により事前に届出・通知の提出

が必要となります。また近隣に遺跡がある場合、試掘調査等

をお願いすることもあります。 

これらのお問い合わせは、南魚沼市教育委員会社会教育課

文化振興係（📞025-773-3756）までお願いいたします。 

遺跡は、その地域の歴史や文化など後世に伝える、とても

大切な地域の財産です。ご理解ご協力をお願いいたします。 

埋蔵文化財の照会方法 

（市ウェブサイト） 

令和５年度その他の 

埋蔵文化財発掘調査 

畔上遺跡隣接地 試掘調査の様子 
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南魚沼市指定文化財 

大正期確立の紡績技術を活かした 

越後上布・越後縮 
市内には、国の指定文化財が 5件、新潟県指定文化財が 17件、南魚

沼市指定文化財が 108 件あります。その他にも国の登録文化財（建造

物）が 9件あり、いずれも地域の歴史・文化・習俗などを伝えるものと

して大切なものであることから、保存・活用をはかっています。 

今回は「大正期確立の紡績技術を活かした越後上布・越後縮」をご紹

介します。 

国の重要無形文化財に指定されている「小千谷縮・越後上布」は全て

苧麻を手績みした糸を使用し、 いざり機(地機)で織りあげます。明治

期に入り紡績技術が輸入されると、大正初期に当地では機械紡績した

麻糸（ラミー）が導入され、これを使用した製品が生産され始めます。

国指定重要無形文化財との大きな違いは、たて糸に紡績糸を使うため、

右の写真のように高機を使って織ることができる点です。なお、この市

指定文化財では、よこ糸は手績み糸を用います。 

ラミー糸を使用することによる製作の効率性と手績み糸の越後上布

独特の風合い、どちらも兼ね備えた塩沢織伝統の技術です。 

種 別：無形文化財（工芸技術） 

指定日：2015（平成 27）年 7月 22日 

所有者：塩沢織物工業協同組合 

重要無形文化財「小千谷縮・越後上布」 

製作用具を調査しました！ 

国重要無形文化財に指定される「小千谷縮・越後

上布」のうち越後上布は、当地で古来より継承され

てきた伝統的な麻織物の製作技術です。 

この貴重で繊細な技術は越後上布・小千谷縮布技

術保存協会により保存・継承されていますが、近年

この製作過程で使用される用具についても専門の職

人が減少し、入手や修復等が困難になる可能性が出

てきました。その問題に対して、現在の所蔵状況や

近年の修復履歴などから今後どのような対策が必要

になるか、南魚沼市文化財保護審議会委員が中心と

なり、調査を実施しました。 

 

毘沙門堂楼門天井画修復記念事業 

板谷
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しゅう

 天井画展 

展示期間：４月 22 日(土)～5 月 28 日(日) 

来場者数：2,669 名 

会  場：池田記念美術館 

南魚沼市指定文化財「浦佐毘沙門堂楼門」には江

戸幕府の御用絵師であった板谷桂舟弘延によって描

かれた飛天図や鳳凰図など貴重な絵画が残されおり

令和 2(2020)年より 3 ヵ年の修復事業が進められ

ていました。その修復が終了したことから特別展を

開催しました。これまで通常公開されていなかった

絵画が間近で見られる貴重な機会となり、多数の方

にご来場いただきました。4 月 29 日(土)には修復

を行った松岡誠一氏と板谷家を研究する瀬谷愛氏

（東京国立博物館）からご講演いただきました。 

令和５年度 各種文化財事業の実施状況 
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水島あやめ生誕 120 周年記念 

映画上映会・講演会 

実 施 日：2023（令和 5）年 7 月 16 日(土) 

参加者数：一般 152 名 

会  場：南魚沼市民会館 大ホール 

 当市出身で日本映画界初の女性脚本家「水島あや

め」の生誕 120 年を記念し、彼女が脚本を書いた

「親」「美しき愛」を活弁上映し、無声映画期の女性

映画史や東京都蒲田をテーマに講演会をしました。 

 これに合わせ、図書館で水島の生涯についてのパ

ネルや直筆原稿等を展示しました。（7/1～7/16） 

のびのび越後上布体験講座 

実 施 日：2023（令和 5）年８月 4 日(金) 

参加者数：市内小学生 ４名 

会  場：鈴木牧之記念館 ほか 

 

鈴木牧之記念館をメイン会場に、越後上布ミニ講

座、藍染め、ミニ機織り体験などを行いました。 

また、越後上布技術保存協会の協力で苧麻畑(栃

窪)や収穫した苧麻から繊維を取り出す苧引き作業

の見学もしました。 

夏休み考古学こうざ「まが玉づくり」 

実 施 日：2023（令和 5）年８月 10 日(木) 

参加者数：市内小学生 23 名（保護者 8 名） 

会  場：中央公民館 研修室・会議室 

 

市内遺跡から出土した土器や石器など地域の歴

史を学び、まが玉づくりを体験しました。市内の古

墳や遺跡から出土のまが玉を真似たり、オリジナル

でデザインしたりと試行錯誤しながらも楽しみな

がら製作しました。 

越後上布体験講座 

実 施 日：2024（令和 6）年 3 月 2 日(土) 

参加者数：一般 50 名 

会  場：塩沢織物会館 

 

越後上布保存協会より講師を迎え、越後上布の各

種技術の体験を行いました。前日からの急な降雪で

雪ざらし体験は中止しましたが、市内外から集まっ

た参加者は、越後上布の “わざ”を体験する貴重な

機会を楽しんでいました。 

南魚沼郷土史 販売中 

南魚沼市域の歴史・民俗・自然環境等をま

とめた郷土史関連図書を販売しています。ご

購入は下記担当までお問い合わせください。 

〒949-6680 新潟県南魚沼市六日町 865 番地（南魚沼市民会館内） 

電話 025-773-3756 / FAX 025-772-8161 

【ホームページ】http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/kosodate/bunka/ 

【文化財の展示】南魚沼市民会館１階 展示室 ・ 大和公民館１階 展示室(南魚沼市浦佐 5175-1) 

発行：南魚沼市教育委員会 社会教育課 文化振興係 

文化財や郷土の歴史

などのご相談やお問

合せはこちら 


